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検査センターでレントゲン室のＸ線漏洩測定用のサーベイメーターを貸出
されていると聞きましたが、どのような内容ですか。

　当検査センターでは、サービスの一環として昨年から「X線漏洩測定用サー
ベイメーター」の貸出を行っています。機器の貸出は予約制となっています。
予約からご利用までの手順は以下のようになっております。
　【ご予約方法】ご利用日の₁週間前までに電話連絡をお願いします。
　【予約後の手順】
　　１．�ご予約いただき次第、操作説明書をお送りします。説明書をご確認

ください。
　　２．�予約日に以下の機器等を集配便でお届けいたします。
　　　　　①サーベイメーター　②ファントム（被写体）
　　　　　③測定結果書　　　　④測定記録用紙
　　３．�測定終了後、①と②を集配員にお渡しください。

〔参考〕医療法施行規則第30条の22　＊要約
　　　�Ｘ線装置を固定して使用する場合、₆か月を越えない毎に₁回放射線の量を測定

し、結果記録を５年間保存しなければならない。

� お問合せ：☎代表 0120-14-7191（フリーダイヤル） / 082-247-7191（ダイヤルイン）
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　最近はスマートフォンやタブレット端末でもインターネット利用や保存データの参
照が容易にでき、非常に便利な世の中になったと実感します。医療現場でも電子カル
テをはじめとして、電子化が日々進んでいます。
　電子化された胸部Ｘ線写真、心電図、血液尿検査等の各種データを記憶媒体に保管
し、それを個人が持ち歩き、医療機関受診時にそのデータを参照することができれば、
医師・受診者双方にとって有益です。記憶媒体の紛失対策、個人情報漏洩の対策、コ
ンピュータウイルス対策等クリアすべき課題はありますが、実現することを期待して
います。� 平野 雅俊（臨床部門医長）
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